
中
国
入
学
習
者
に
対
す
る
漢
字
教
育

j

字
体
・
音
訓
・
漢
語
の
問
題
点
と
指
導
法
j

一
、
は
じ
め
に

中
国
人
の
日
本
語
学
習
者
に
と
っ
て
、
「
漢
字
」
の
問
題
は
避
け

て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
国
語

も
日
本
語
も
共
に
漢
字
を
用
い
る
言
語
で
あ
り
な
が
ら
、
双
方
の
漢

字
の
読
み
、
形
、
意
味
に
は
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
が
日
本
語
を
学
習

す
る
際
の
一
つ
の
障
害
と
な
る
た
め
で
あ
る
。

日
本
語
教
育
の
現
場
で
は
、
中
国
人
の
学
習
者
は
漢
字
の
形
や
読

み
方
、
意
味
の
理
解
に
正
確
さ
を
欠
く
、
と
い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば

言
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
語
と
中
国
語

の
漢
字
の
読
み
、
形
、
意
味
に
は
違
い
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

学
習
者
が
母
語
の
知
識
に
頼
っ
て
し
ま
う
た
め
に
起
き
て
く
る
問
題

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
小
稿
で
は
中
国
語
と
日
本
語
で
の
漢
字
の
形
、
読
み
、

意
味
の
ず
れ
考
察
し
、
中
国
入
学
習
者
に
対
す
る
漢
字
教
育
の
問
題

点
を
字
体
、
音
訓
、
漢
語
の
三
つ
の
点
か
ら
取
り
上
げ
、
日
本
語
の

手口

子

田

矢口

漢
字
お
よ
び
漢
語
に
対
す
る
正
確
な
知
識
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
指

導
法
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

な
お
、
こ
こ
で
私
の
言
う
中
国
語
と
は
、
も
と
も
と
北
京
地
方
の

方
言
で
、
現
在
は
中
国
大
陸
の
共
通
語
と
な
っ
て
い
る
「
普
通
語

（プ
l
ト
シ
ホ
ワ
こ
の
こ
と
で
あ
る
。
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字
体
の
問
題
点

第
一
節
簡
体
字
と
通
用
字
体

中
国
語
の
簡
体
字
は
繁
体
字
と
い
う
複
雑
な
形
の
も
の
を
一
定
の

規
則
の
も
と
で
簡
略
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
。
中
国
に
お

い
て
簡
略
化
さ
れ
た
漢
字
は
、
、
正
式
に
は
以
下
の
三
つ
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

①
1
9
5
5
年
ロ
月
の
「
第
一
批
異
体
字
整
理
表
」
に
よ
っ
て
定

め
ら
れ
た
「
筒
体
字
」
。



＠
1
9
5
6
年
1
月
の
「
漢
字
簡
化
方
案
」
お
よ
び
1
9
6
4
年

5
月
の
「
簡
化
字
総
表
」
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
「
簡
化
字
」
。

①
1
9
6
5
年
1
月
の
「
印
刷
通
用
漢
字
字
形
表
」
に
よ
っ
て
定

め
ら
れ
た
「
新
字
形
」
の
一
部
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
を
総
称
す
る
適
当
な
語
が
な
い
た
め
、
一
般
的

に
は
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
「
筒
体
字
」
の
名
で
呼
ん
で
い
る
。
（
以

下
で
「
簡
体
字
」
と
言
う
場
合
は
、
特
別
の
こ
と
わ
り
が
な
い
限
り
、

①
①
①
の
総
称
の
こ
と
で
あ
る
。
）

通
用
字
体
と
は
日
本
の
「
常
用
漢
字
表
」
に
掲
げ
ら
れ
た
1
9
4

5
字
の
漢
字
の
字
体
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
昭
和
担
年
4
月
に

内
閣
告
示
と
な
っ
た
「
当
用
漢
字
字
体
表
」
で
は
、
漢
字
の
整
理
・

簡
略
化
に
よ
っ
て
で
き
た
新
し
い
字
体
と
い
う
こ
と
で
「
新
字
体
」

と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
「
新
字
体
」
は
、
そ
の
大
部
分
が
昭
和
同
年
日

月
に
内
閣
告
示
と
な
っ
た
「
常
用
漢
字
表
」
の
字
体
と
し
て
受
け
継

が
れ
た
が
、
い
つ
ま
で
も
「
新
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
新
し

く
加
え
ら
れ
た
回
字
の
漢
字
の
字
体
を
含
め
て
「
通
用
字
体
」
と
名

づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節
目
中
に
お
け
る
漢
字
の
簡
略
化
の
経
緯

近
代
国
家
成
立
以
来
、
日
本
も
中
国
も
漢
字
と
い
ん
ノ
複
雑
な
文
字

体
系
の
負
担
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
整
理
・
改
革
が

試
み
ら
れ
て
き
た
。
漢
字
の
簡
略
化
は
そ
の
漢
字
政
策
の
一
つ
で
あ

る
が
、
そ
れ
が
実
行
に
移
さ
れ
た
の
は
、
と
も
に
第
二
次
世
界
大
戦

後
の
こ
と
で
あ
る
。

「
仮
名
」
と
い
う
漢
字
に
代
わ
る
表
記
手
段
を
も
っ
日
本
で
は
、

漢
字
を
仮
名
書
き
に
変
え
る
と
い
う
方
法
で
漢
字
数
の
制
限
を
す
る

と
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
で
の
漢
字
の
簡
略
化
は
、

ま
ず
字
種
を
確
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
常
使
用
す
る
漢
字
の
範

囲
を
定
め
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の

限
ら
れ
た
範
囲
の
漢
字
の
み
を
対
象
に
し
て
異
体
字
の
統
合
（
例
：

高
↓
万
、
嶋
↓
島
）
、
略
体
字
の
採
用
（
例
：
臆
↓
応
、
亜
↓
亜
）
、

点
画
の
整
理
（
例
：
者
↓
者
、
徳
↓
徳
）
と
い
っ
た
方
法
で
字
体
の

簡
略
化
を
検
討
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
昭
和
目
年
日
月
に
内
閣
告
示
と
な
っ
た
「
当
用
漢
字

表
」
で
は
1
8
5
0
字
の
当
用
漢
字
が
定
め
ら
れ
、
そ
の
中
の
1
3

1
字
に
つ
い
て
は
簡
略
化
さ
れ
た
字
体
が
採
用
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

昭
和
弘
年
4
月
に
出
さ
れ
た
「
当
用
漢
字
字
体
表
」
で
は
、
先
の
1

3
1
字
に
加
え
て
新
た
に
mm
字
の
簡
略
化
さ
れ
た
漢
字
が
採
用
と
な
っ

た
の
で
あ
る
E
4
0

そ
の
後
、
昭
和
田
年
目
月
に
内
閣
告
示
と
な
っ
た
「
常
用
漢
字
表
」

で
は
、
「
燈
」
の
一
字
を
「
灯
」
に
簡
略
化
し
た
だ
け
で
、
あ
と
は

そ
の
ま
ま
「
当
用
漢
｛
子
字
体
表
」
の
字
体
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
も
っ
と
も
、
「
常
用
漢
字
表
」
に
は
「
当
用
漢
字
表
」
の
1
8

5
0
字
に
新
た
な
町
字
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
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そ
の
中
に
も
「
耀
」
↓
「
缶
L

、
「
粛
」
↓
「
斎
」
、
「
塀
」
↓
「
塀
」

な
ど
の
簡
略
化
さ
れ
た
漢
字
が
含
ま
れ
て
い
た
。

一
方
中
国
の
場
合
で
あ
る
が
、
中
国
語
に
は
日
本
の
仮
名
に
相
当

す
る
表
音
手
段
が
な
い
た
め
、
「
当
用
漢
字
表
」
や
「
常
用
漢
字
表
」

の
よ
う
な
も
の
に
よ
っ
て
漢
字
数
の
制
限
を
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が

不
司
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
中
国
に
お
け
る
漢
字
の
簡
略
化
は
、

既
存
の
全
て
の
漢
字
を
対
象
に
し
た
字
体
の
簡
略
化
を
そ
の
主
な
も

の
と
し
た
の
で
あ
る
。

中
国
で
は
、
ま
ず
、
異
体
字
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
漢
字
総

数
の
削
減
を
行
な
お
う
と
し
た
。
そ
の
目
的
に
沿
っ
て
作
ら
れ
た
の

が、

1
9
5
5
年
ロ
月
に
公
布
さ
れ
た
「
第
一
批
異
体
字
整
理
表
」

で
あ
る
。
こ
の
表
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
異
体
字
関
係
に
あ

る
漢
字
の
中
か
ら
、
よ
り
簡
易
な
も
の
（
本
来
の
意
味
で
の
簡
体
字
）

を
採
用
す
る
と
い
う
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
。

ま
た
、
中
国
で
は
、
異
体
字
の
整
理
と
平
行
し
て
、
新
た
な
簡
略

字
体
を
作
り
出
す
と
い
う
こ
と
も
行
な
わ
れ
た
。

1
9
5
6
年
1
月

に
公
布
さ
れ
た
「
漢
字
簡
化
方
案
」
で
は
5
1
5
字
の
簡
化
字
と
臼

の
筒
化
偏
芳
が
定
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
筒
化
偏
穿
は
日
本
の
通
用
字

体
に
お
い
て
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
筒
化
偏
芳
と
し
て
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

【偏】

Z
二
一
一
口
）
鴻
（
語
）
河
（
調
）
な
ど

約
（
納
）
絡
（
絡
）

修
｛
飲
）
仇
（
飢
）

多
J

（糸）
ι（食）

【芳】

を
（
号
紙
作
（
軽
）
答
（
茎
）
な
ど

ぬ
（
局
）
鶏
（
渦
）
禍
（
禍
）
な
ど

そ
の
後
、
こ
の
「
漢
字
簡
化
方
案
」
に
は
検
討
が
加
え
ら
れ
、

1

9
6
4
年
5
月
の
「
簡
化
字
総
表
」
公
布
へ
と
至
る
の
で
あ
る
。

［住
2
口

ま
た
、
先
に
あ
げ
た
①
「
印
刷
通
用
漢
字
字
形
表
」
が
、
翌
年
1
9

6
5
年
1
月
に
出
さ
れ
、
そ
と
で
は
点
画
の
整
理
と
と
も
に
、
新
た

な
字
体
の
簡
略
化
も
行
な
わ
れ
た
。

な
ど
な
ど

第
三
節
目
中
に
お
け
る
字
体
の
簡
略
化
の
方
法

は
じ
め
に
、
日
本
に
お
け
る
字
体
の
簡
略
化
の
方
法
に
つ
い
て
見

〔注
3
リ

て
い
く
こ
と
に
す
る
。

①
部
分
を
省
略
し
た
も
の

O

付
属
的
な
一
部
を
省
い
た
も
の

恵
・
恵
、
専
・
専
、
撃
・
撃
、
蔵
・
臓
な
ど

o
特
定
の
部
分
を
省
い
た
も
の

堕
・
堕
、
隠
・
隠
、
聴
・
聴
、
覧
・
臨
凡
な
ど

①
特
定
の
略
記
号
で
代
用
し
た
も
の

O

簡
略
な
形
に
変
え
た
も
の

区
・
匝
、
楽
・
紫
、
仏
・
併
、
学
・
撃
な
ど
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O

他
の
字
体
に
代
え
た
も
の

変
・
費
、
砕
・
醇
、
経
・
経
、
継
・
躍
な
ど

①
一
部
だ
け
を
残
し
た
も
の

O

そ
の
ま
ま
の
形
で
残
し
た
も
の
：
・
医
・
醤
、
声
・
盤
、
圧
・

鹿
、
芸
・
事
な
ど

o
形
を
少
し
変
え
て
残
し
た
も
の
：
・
囲
・
圏
、
宝
・
賓
、
点
・

黙
、
旧
・
蓄
な
ど

④
草
書
体
を
採
用
し
た
も
の

亜
・
亜
、
為
・
潟
、
寿
・
霧
、
図
・
園
な
ど

①
簡
略
な
他
の
漢
字
で
代
用
し
た
も
の

弁
・
（
鱗
緯
興
）
、
台
・
蓋
、
予
・
殻
な
ど

①
そ
の
他
、
慣
用
の
略
字
を
採
用
し
た
も
の

円
・
圏
、
国
・
園
、
万
・
高
、
礼
・
麓
な
ど

次
に
中
国
の
字
体
の
簡
略
化
の
方
法
で
あ
る
5
1
0

L

も
と
の
字
の
輪
郭
を
残
し
た
も
の

当
・
嘗
、
愛
・
襲
、
希
・
索
、
技
・
報
な
ど

L
L

も
と
の
字
の
一
部
を
残
し
た
も
の

声
・
襲
、
医
・
醤
、
隠
・
際
、
会
・
墾
な
ど

じ
努
を
簡
単
な
も
の
に
換
え
た
も
の

凋
・
擁
、
斧
・
湾
、
米
・
攻
、
以
・
戦
な
ど

ι
新
た
に
形
声
字
を
作
っ
た
も
の

Z
・
郵
、
成
・
墳
、
伏
・
優
、
据
・
械
な
ど

ρ
い
同
音
字
に
よ
っ
て
代
替
し
た
も
の

里
・
裏
、
才
・
館
、
了
・
瞭
、
千
・
髄
な
ど

ι
草
書
を
惜
室
固
化
し
た
も
の

力
会
、
佐
川
・
紫
、
寿
・
書
、
者
・
専
な
ど

ι
新
た
に
会
意
文
字
を
つ
く
っ
た
も
の

けd
色
・
筆
、
問
・
陽
、
閉
・
陰
、
又
・
滅
な
ど

比
複
雑
な
偏
努
を
簡
単
な
記
号
で
置
き
換
え
た
も
の

区
－
匿
、
次
・
敷
、
河
－
M
引
な
ど

－

L

古
字
を
採
用
し
た
も
の

万
・
高
、
缶
・
獄
、
礼
・
種
、
か
・
爾
な
ど

以
上
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
日
本
と
中
国
の
漢
字
の
簡
略

化
の
方
法
は
、
①
と
h
、
①
と

a、
＠
と
f
、
＠
と
i
に
つ
い
て
ほ

ぼ
対
応
関
係
に
あ
る
。
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第
四
節
字
体
の
違
い
に
関
す
る
学
習
上
の
問
題
点

通
用
字
体
の
中
に
は
そ
の
形
を
簡
体
字
と
同
じ
く
す
る
も
の
も
あ

る
が
、
そ
の
他
に
字
形
が
少
し
異
な
っ
て
い
た
り
、
全
く
違
っ
て
い

た
り
す
る
も
の
も
あ
る
。
そ
の
た
め
母
語
を
漢
字
に
よ
っ
て
表
記
し

て
い
る
中
国
入
学
習
者
で
あ
っ
て
も
、
日
本
語
を
学
習
す
る
た
め
に

は
、
通
用
字
体
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
る
日
本
語
の
漢
字
の
字
形
を
新

た
に
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
、
非

漢
字
圏
出
身
者
が
白
紙
の
状
態
で
漢
字
を
覚
え
る
の
に
比
べ
、
中
国



入
学
習
者
は
母
語
に
お
け
る
漢
字
の
知
識
を
も
っ
て
い
る
が
た
め
に
、

そ
れ
が
か
え
っ
て
学
習
上
の
障
害
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

頭
の
中
で
は
中
国
語
と
日
本
語
の
字
体
が
違
う
と
い
う
こ
と
を
理
解

し
て
い
て
も
、
つ
い
癖
で
簡
体
字
を
書
い
て
し
ま
っ
た
り
、
簡
体
字

と
通
用
字
体
で
字
形
は
違
う
が
画
数
が
同
じ
も
の
、
ま
た
画
数
が
一

画
だ
け
異
な
る
も
の
な
ど
は
、
似
て
い
る
が
ゆ
え
に
つ
い
つ
い
そ
の

違
い
を
見
逃
し
て
し
ま
い
、
正
確
な
表
記
が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る

の
で
あ
る
。

中
国
人
学
習
者
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
漢
字
が
学
習
上
問
題
に

な
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
具
体
的
に
見
る
た
め
、
初
級
日
本
語
教
科

書
（
教
科
書
全
体
が
漢
字
か
な
ま
じ
り
表
記
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
も
の
）
一
一
一
冊
と
中
国
か
ら
の
帰
国
者
の
た
め
の
日
本
語
教
科
書

一
冊
に
共
通
し
て
出
て
く
る
漢
字
を
取
り
上
げ
、
簡
体
字
と
の
比
較

を
し
て
み
た
。
〔
表
1
〕
は
適
用
字
体
と
簡
体
字
で
字
形
が
違
う
漢
字

の
対
照
表
で
あ
り
、
〔
表
2
〕
は
〔
表
1
〕
に
挙
げ
た
簡
体
字
を
そ
の
特

徴
別
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
使
用
し
た
教
科
書

は
、
『
中
国
か
ら
の
帰
国
者
の
た
め
の
生
活
日
本
語
』
文
化
庁
、

『
初
級
日
本
翠
巴
東
京
外
国
語
大
学
附
属
日
本
語
学
校
、
『
日
本
語

初
歩
』
国
際
交
流
基
金
日
本
語
国
際
セ
ン
タ
ー
、
『
に
ほ
ん
と
の
き

そ
I
か
ん
じ
か
な
ま
じ
り
版
』

A
O
T
S、
で
あ
る
。

【表1］通用字体と簡体字の字形対照表

通用字体 簡体字 通用字体 筒体字

イ 飲 t.?z 車 ヰ
エ 駅 Z争 週 周

園 困 所 戸庁
円 頃l 書 下；
遠 E 場 Jh 

カ 階 がト 真 套
開 升 親 葬と
間 i河 セ 説 る受J
館 タ官 線 多気
漢 シ又 チ 調 L司

キ 記 L乙 長 士七
気 tぺ＂＂」 ア 転 私
帰 リヨ 電 吃」

機 机 ト 動 五力
強 5長 ，、 貝 ~ 

ケ 計 汁 売 iた
コ 霊ロロ五 i去 フ 聞 l沼
後 后 " 勉 i主
広 了 ホ 歩 ノ－＆ニ

旦 望； ム 務 努
シ 紙 多大 モ 間 ！可
時 目ナ ヤ 薬 ~ 
実 内タLて『 ワ 話 心合

写 ~ 
※漢字の配列は字音による五十音順である。
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【表2】通用字体と比較による簡体字の特徴別分類

1.通用字体と字形が少し異なるもの。

a 画数が同じもの 真（真）、所

（所）
b.画数がー画だけ異なるもの…3身（強）
魁（勉）、芳（歩）、男（黒）

2.通用字体と字形の異なるもの

a.簡体字の一部を通用字体に直せばい

いもの

ダ→令炊（飲）、減（館）

Ji;→易…yか（場）
会 →糸…彦九（紙）
L→言泌（記）、叶（計）、

－］，｛争（語）、 j;,Jtf（調）、
協（話）、 4吃（説）

キ→車料（転）、
死」→長：－ゑ（遠）、

lつ→門一 l司（間）、
問（間）

b.一部を加えると通用字体になるもの

（さも） ＋メ→気、 (1J:J) 十市→帰
（来）＋見→親、 （ア）十ム→広

（也） ＋＠→電、（手）＋門→開

（あ十矛→務、（吋） ＋）：.：→時

（周）＋ι→週
c.対応する筒体字が、字形の上で別の

日本語の漢字と一致するもの

机←→機、后←→後の対応関係
にもあるが、机、后は日本語の漢
字にも存在する
d. その他

決（実）、［到（円）、
身、（書）、ヲ（漢）、

対（動）、え（買）、
1ι （長）、 後三百（線）、
伶（駅）一

-so-

（奇（園）
！司（開）、

四
冊
の
教
科
書
に
共
通
し
て
出
て
く
る
漢
字
は
1
7
2
字
、
そ
の

う
ち
筒
体
字
と
通
用
字
体
で
字
形
が
異
な
る
も
の
は
、
〔
表
1
〕
に
挙

門
住
5
M

つd

げ
た
訂
字
で
あ
る
。
こ
れ
は
割
合
か
ら
す
る
と
全
体
の
7
ぃ
%
に
し
か

q
b
 

過
ぎ
な
い
こ
と
か
ら
、
初
級
日
本
語
教
育
の
段
階
で
は
日
中
の
字
体

の
違
い
が
大
き
な
負
担
に
な
る
こ
と
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
は
か
え
っ
て
学
習
者
に
油
断
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
、
そ
の
油
断
が
筒
体
字
と
字
形
の
違
う
漢
字
を
書
く
場
合
に
、
い

つ
ま
で
た
っ
て
も
う
っ
か
り
ミ
ス
が
直
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
な

？？（階）、
広（薬）、

客（売）、

孝（車）

が
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
〔
表
ろ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
ー
・

a
の
「
宣
ご
と
宣
止
、

「
所
」
と
「
」
、

l
・
b
の
「
勉
」
と
「
」
な
ど
は
、
よ
く
注

意
し
て
見
な
い
と
そ
の
違
い
が
わ
か
り
に
く
い
。
こ
の
よ
う
に
微
妙

な
遣
い
し
か
も
た
な
い
も
の
は
、
学
習
者
が
筒
体
字
を
用
い
て
い
て

も
教
授
者
の
方
が
気
付
か
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
、
要

注
意
の
漢
字
で
あ
る
。



第
二
章

音
訓
の
問
題
点

第
一
節
日
本
語
の
漢
字
の
字
音
と
字
訓
に
つ
い
て

ω
日
本
語
の
漢
字
の
字
音

日
本
語
の
字
音
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
の
中
国
語
と
し
て
の
発

音
が
日
本
に
伝
わ
っ
て
国
語
化
し
た
読
み
方
の
こ
と
で
あ
り
、
略
し

て
「
音
」
と
い
う
。
一
つ
の
漢
字
に
つ
い
て
二
つ
以
上
の
字
音
が
存

在
す
る
の
に
は
二
つ
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
そ
れ
ら
の
字

音
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
と
き
の
経
路
や
時
代
の
違
い
に
よ
っ
て
、
使

い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
で
は
、

呉
音
、
漢
音
、
唐
音
、
慣
用
音
の
四
種
類
を
区
別
す
る
。

漢
字
の
字
音
が
二
種
類
以
上
に
な
る
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
中
国

語
の
方
に
意
味
の
違
い
に
よ
っ
て
読
み
分
け
を
す
る
漢
字
が
あ
っ
た

た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
そ
れ
ぞ
れ
も
と
の
発
音
が
異

な
る
た
め
、
日
本
語
の
漢
字
の
字
音
も
違
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。こ
れ
に
対
し
て
、
中
国
語
の
漢
字
は
そ
の
大
部
分
が
一
字
一
音
で

あ
る
た
め
、
中
国
入
学
習
者
は
日
本
語
の
漢
字
の
字
音
を
覚
え
る
際

に
大
変
な
苦
労
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国

語
の
歴
史
的
、
地
理
的
事
情
と
は
別
に
、
日
本
語
の
漢
字
の
字
音
の

中
に
は
熟
語
を
構
成
す
る
際
に
音
韻
変
化
を
お
こ
す
も
の
が
あ
る
た

め
、
中
国
入
学
習
者
に
と
っ
て
は
な
お
さ
ら
複
雑
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
そ
の
よ
う
な
例
を
以
下
に
挙
げ
て
お
く
。

①
連
濁
（
清
音
が
濁
音
や
半
濁
音
に
な
る
も
の
）

「
産
・
サ
ソ
」
↓
「
安
産
・
ア
ソ
ザ

γ
」、

「
散
歩
・
サ
ソ
ポ
」
な
ど
。

①
連
声
（
接
音
に
続
く
ア
行
音
が
ナ
行
音
や
マ
行
音
に
変
わ
る
も

の）
「
応
・
オ
ウ
」
↓
「
反
応
・
ハ
ソ
ノ
ウ
」
、
「
縁
・
ェ

γ
」

↓
「
因
縁
・
イ
ソ
ネ
ソ
」
な
ど
。

①
促
音
化
（
キ
・
ク
・
チ
・
ツ
・
フ
が
促
音
に
な
る
も
の
）

「
学
・
ガ
ク
」
↓
「
学
校
・
ガ
ッ
コ
ウ
」
、
「
日
・
ニ
チ
」

↓
「
日
記
・
ニ
ッ
キ
」
な
ど
。

ω
日
本
語
の
漢
字
の
字
訓

漢
字
が
日
本
に
伝
来
し
た
当
初
は
、
中
国
語
の
原
音
で
読
み
、
そ

の
意
味
に
対
応
す
る
や
ま
と
こ
と
ば
を
訳
語
し
て
当
て
る
と
い
う
作

業
を
行
な
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
長
い
年
月
の

間
に
漢
字
と
訳
語
と
の
関
係
が
密
接
に
な
り
、
つ
い
に
は
、
訳
語
で

あ
る
日
本
語
を
表
記
す
る
の
に
そ
の
漢
字
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
で
き
た
の
が
日
本
語
の
漢
字
の
字
訓
で
あ
り
、
略
し
て

「
訓
」
と
い
う
。
現
在
字
訓
は
、
正
訓
、
国
訓
、
熟
字
訓
、
人
名
訓

な
ど
に
分
け
る
こ
と
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

な
お
、
字
訓
の
中
に
も
字
音
と
同
様
に
、
複
合
語
を
構
成
す
る
際
、

以
下
の
よ
う
な
音
韻
変
化
を
す
る
も
の
が
あ
る
。

歩

ホ

↓ 
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1.字音のみで読まれるもの

a.一つの字音で読まれるもの
意（イ）、院（イン）、駅（エキ）、園（エγ）、円（エγ）、階（カ

イ）械（カイ）、漢（カγ）、館（カγ）、機（キ）、記（キ）、銀（ギ

γ）、故（コ）、語（ゴ）、午（ゴ）、校（コウ）、工（コウ）、号（ゴ

ウ）、公（コウ）、仕（シ）、字（ジ）、事（ジ）、失（シツ）、社（シャ）

、週（シュウ）、説（セツ）、線（セγ）、千（セγ）、全（ゼソ）、

茶（チャ）、天（テソ）、転（テγ）、電（デソ）、堂（ドウ）、内

（ナイ）、肉ぐニク）、半（ハソ）、番（パソ）、品（ヒ γ）、服（フ

ク）、勉（ベソ）、本（ホソ）、万（マソ）、務（ム）、問（モソ）、

役（ヤク）、e理（リ）、料（リョウ）、礼（レイ）

a.音韻変化を起こすもの
学（学生・ガクセイ 学校ガッコウ）

b.二つ以上の字音で読まれるもの

気（電気・デンキ はき気・はきケ）、元（元気.!i_三キ
日・ガソジツ）

自（自信・ジシγ

イフウ）

Ii.音韻変化を起こすもの
【促音化】

分（半分・ハソプソ 五分・ゴフソ）→十分（ジップγ）

2.字wilのみで読まれるもの
a.一つの字訓で読まれるもの

飲（のむ）、引（ひく）、遠（とおい）、花（はな）、歌（うた）、起

（おきる）、空（そら）、広（ひろい）、止（とまる）、持（もつ）、

次（つぎ）、取（とる）、暑（あつい）、寝（ねる）、青（あおい）、

赤（あかい）、 Jll（かわ）阜（はやい）、短（みじかい）、知（しる）、
昼（ひる）、朝（あさ）、痛（いたい）、同（おなじ）、貿（かう）、

夜（よる）、薬cくすり）、友（とも）、遊（あそぶ）
b.二つ以上の字訓で読まれるもの

何（何・なに何時・なんジ）、消（消す・けす

える）

3.字音・字訓の両方で読まれるもの

a.一つの字音および一つの字詰iiで読まれるもの
安（ァγ・やすい）、陪（ァγ・くらい）、泳（エイ・およぐ）、

会（カイ・あう）、寒（：力 γ・さむい）、帰（キ・かえる）、急

（キュウ・いそぐ）、魚（ギョ・さかな）、教（キョウ・おしえ

る）、強（キョウ・つよい）、兄（キョウ・あに）、金（キγ・か

ね）、近（キγ・ちかい）、計（ケイ・はかる）、高（コウ・たか

い）、国（コク・くに）、黒（コク・くろい）、今（コ γ・いま）

①
連
濁
「
口
・
く
ち
」
↓
「
入
口
・
い
り
ぐ
ち
」
、

↓
「
手
紙
・
て
が
み
」
な
ど
。

①
母
音
交
替

「
紙
・
か
み
」

「
酒
・
さ
け
」
↓
「
酒
屋
・
さ
か
や
」
、
「
風
・
か
ぜ
」
↓

「
風
車
・
か
ぎ
ぐ
る
ま
」
、
「
上
・
う
え
」
↓
「
上
着
・
う

わ
ぎ
」

な
ど
。

【表3】

自然・シゼγ）、台（台・ダイ

フE

台風・タ

第
二
節
音
訓
に
関
す
る
学
習
上
の
問
題
点

中
国
語
の
漢
字
は
原
則
と
し
て
一
字
一
音
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

日
本
語
で
は
字
音
と
字
訓
の
区
別
が
あ
り
、
さ
ら
に
字
音
、
字
訓
の

そ
れ
ぞ
れ
が
数
種
に
わ
た
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
た
め
、
中

国
人
学
習
者
が
日
本
語
の
漢
字
を
読
む
場
合
に
は
、
ま
ず
そ
れ
を
字

音
で
読
む
の
か
字
訓
で
読
む
の
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
｛
子

音
・
字
訓
を
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
以
上
も
つ
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
う
ち

消える・き

-52一



三（サγ・みつつ）、使（シ・っかう）、時（ジ・とき）、写（シャ・

うっす）、車（シャ・くるま）、手（シュ・て）、住（ジュウ・す

む）、重（ジュウ・おもい）、書（ショ・かく）、場（ジョウ・ば）、

心（シγ．こころ）、真（シソ・ま）、親（シγ・おや）、新（シ

ジ・あたらしい）、子（ス・こ）、水（スイ・みず）、先（セン・

さき）、前（ゼソ・まえ）、送（ソウ・おくる）、待（タイ・まつ）、

中（チュウ・なか）、町（チョウ・まち）、長（チョウ・ながい）、

調（チョウ・しらべる）、店（テγ・みせ）、動（ドウ・うごく）、

二（ニ・ふたつ）、年（ネソ・とし）、売（パイ・うる）、父（フ・

ちち）、物（プツ・もの）、関（ブソ・きく）、返（へγ・かえす）、

母（ボ・はは）、味（ミ・あじ）、名（メイ・な）、明（メイ・あ

かるい）、木（モク・き）、目（モク・め）、野（ヤ・の）、来（ラ

イ・くる）、話（ワ・はなし）

a.音韻変化を起こすもの
。字音

【促音化】

一（イチ・ひとつ）→一本（イッポγ）、実（ジツ・み）→実験

（ジッケγ）、食（ショク・たベる）→食f.f（ショッキ）
【連濁】

所（ショ・ところ）→近所（キγジョ）、歩（ホ・あるく）→進

歩（シソポ）

。字詰II
【連濁】

口（コウ・くち）→出口（でぐち）、紙（シ・かみ）→手紙（て

がみ）

b.二つ以上の字音またはこつ以上の字訓で読まれるもの

下（カ・した・おりる・さがる・くだる）、関（カイ・あける・

ひらく）、外（ガイ・そと・はずす）、間（カ γ・あいだ・ま）、

月（ゲツ・ガツ・っき）、後（ゴ・うしろ・あと）、行（コウ・

ギョウ・いく・おこなう）、出（シュツ・だす・でる）、上（ジョ

ウ・うわ・うえ・あがる）、人（ジン・ニγ・ひと）、生（セイ・

いきる・うまれる・はえる・なま）、大（ダイ・タイ・おおき

い）、男（ダソ・ナソ・おとこ）

ti .音韻変化を起こすもの
。字音

【促音化】

＠字訓
【連濁】 日（ジツ・ニチ・ひ・か）→日曜日（ニチョウび）、

4.熟字訓で読まれるもの

一日（ついたち）、一人（ひとり）、今年（ことし）、今日（きょ

う）、今朝（けさ）、大人（おとな）、お父さん（おとうさん）、

お母さん（おかあさん）、部屋（へや）、二日（ふっか）、二十才

（はたち）

の
ど
れ
を
用
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
複
合
語
を
構
成
す
る
際
に
連
帯
、
連
声
’
促
音
化
、
母
音

交
替
な
ど
を
起
こ
す
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
覚
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
で
は
、
初
級
日
本
語
教
育
の
段
階
で
、
そ
の
音
訓
が
問
題
と

な
っ
て
く
る
漢
字
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
字
体
の
違
い
に
関
す
る
学
習
上
の
問
題
点
」
の
項
で
取
り
上
げ
た

六（ロク・むい・むつつ）→六分（ロップソ）

1
7
2
字
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
四
冊
の
教
科
書
（
凶
参
照
）
の
中
で

ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
る
の
か
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
〔
表
3
〕の

結
果
と
な
っ
た
。

〔表
3
〕
に
お
い
て
1

・
a
や
2

・
a
に
分
類
さ
れ
た
も
の
は
、
一

つ
の
漢
字
に
一
つ
の
字
音
ま
た
は
字
訓
が
対
応
し
て
い
る
た
め
、
学

習
者
に
と
っ
て
は
比
較
的
覚
え
や
す
い
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
基
本
的
に
は
一
つ
の
字
音
で
読
ま
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
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1
・
4
の
よ
う
に
音
韻
変
化
に
よ
っ
て
は
別
の
読
み
方
と
な
る
も
の

も
あ
る
。

1
・
2
の
b
は
’
ニ
つ
以
上
の
字
音
ま
た
は
字
訓
で
読
ま

れ
で
も
、
そ
れ
が
字
音
・
字
訓
の
ど
ち
ら
か
に
限
ら
れ
て
い
る
の
だ

か
ら
問
題
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
字

音
と
字
訓
の
区
別
が
つ
か
な
い
中
国
入
学
習
者
に
と
っ
て
は
、
そ
れ

が
字
音
で
読
ま
れ
よ
う
が
字
訓
で
読
ま
れ
よ
う
が
関
係
の
な
い
こ
と

で
、
と
に
か
く
二
つ
以
上
の
読
み
が
出
て
く
る
も
の
は
す
べ
て
難
し

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
す
る
と
、

1
・
2

の
b
も
3
・
4
と
同
様
、
中
国
入
学
習
者
が
漢
字
の
読
み
を
学
習
す

る
上
で
、
障
害
と
な
り
う
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【表4】中国語と意味の異なる漢語

。社員・・・（日）会社に勤務する人

（負） （中）合作社の社員。一※会社

の社員→公司職員

0運転…（日）車などを動かすこと。
（込私） （中）回転する。運行する。

機械がまわる。※車の運転

→あろ久
。写真…（日）人物や風景をカメラで

（写真） 罪したもの。
（中）肖像画。肖像画を描く。

※写真→照片，相片

O勉強・・・（日）学習すること。
（初白） （中）無理に。いやいやなが

ら。※勉強→学君

。行事…（日）時を定めてとり行なう

催しごと。

（中）行為。行動。事をすす

める。※行事→状式

0汽車・・・（日）蒸気機関車に引かれて
（洋） レールの上を走る車両。

（中）自動車。※汽車→火卒

。料理・・・（日）食料を調理すること。

食べられるように手を加え

た食べもの。

（中）処理する。始末する。

※料理すること。→烹河

※食べもの→莱

0道具・・・（臼）仕事に用いる器具。
（具） （中）演劇の用具。※道具→
工具

O用心・・・（日）気をつけること。警戒
すること。

（中）思惑。魂胆。頭を使う。

※用心→注意

第
三
章

漢
語
の
問
題
点

第
一
節
日
本
語
の
中
で
の
漢
語

「
漢
語
」
と
は
、
「
和
語
・
外
来
語
（
漢
語
を
除
い
た
も
の
）
・
混

種
語
」
と
い
っ
た
日
本
語
の
語
種
の
中
の
一
つ
で
あ
り
、
漢
字
で
表

記
さ
れ
、
な
お
か
つ
音
読
み
を
さ
れ
る
語
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
日

本
語
で
使
わ
れ
て
い
る
漢
語
に
は
、
そ
の
背
中
国
か
ら
取
り
入
れ
た

も
の
と
、
漢
字
の
造
語
能
力
を
生
か
し
て
日
本
で
作
ら
れ
た
も
の
の

ニ
つ
が
あ
る
。
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0迷惑…（日）困ること。
（中）演劇の用具。

※道具→工具

0用心・・・（日）気をつけること。警戒
すること。

（中）迷う。とまどう。迷わ

す。惑わす。

※迷惑→麻丈史

0約束・ー（日）将来のことを取り決め
ること。またその取り決め

た内容。

（中）拘束する。拘束。制限。

※約束。勾

O反対…（日）逆のこと。
収す） （中）不賛成。※反対→相久
O大丈夫・・・（日）危なげがない。

（中）りっぱな男子。

※大丈夫→不要家

。新聞・ー（日）社会の出来事をできる

だけ早く知らせるための定

期的刊行物。

（中）ニュース。最近の出来事。

※新聞→1良彦九
0失礼…（日）すみません。去るとき

の言葉（辞去）。

（中）無礼。

※すみません→対不支長

※辞去→不能奉持

0野菜・・・（日）畑などで栽培され、食
用となる植物。

（中）食用となる野草。

※野菜→菜

（多タ）

（｜削）

gc日〉は教科書の中での意味。
漢詩の意味に対応する中国語を※→の事に後
に示した。
。漢語の下の（ ）の中に書いてあるのは、中国
語の簡体字である。
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教
科
書
（
凶
参
照
）
か
ら
す
べ
て
の
漢
語
を
扱
き
出
し
て
、
中
国
語
と

の
意
味
の
比
較
を
し
て
み
た
。
そ
の
中
で
、
中
国
語
の
単
語
に
も
あ

る
が
、
日
本
語
の
漢
語
と
は
そ
の
意
味
が
全
く
違
う
も
の
を
〔
表
4
〕

に
ま
と
め
た
。

第
二
節
漢
語
に
関
す
る
学
習
上
の
問
題
点

漢
語
の
中
に
は
、
字
形
の
違
い
は
あ
っ
て
も
日
中
で
同
じ
漢
字
を

用
い
る
も
の
も
あ
る
が
（
「
汽
車
」
と
「
汽
五
止
、
「
勉
強
」
と

「
勉
強
な
ど
て
双
方
で
そ
の
意
味
が
同
じ
と
は
限
ら
な
い
。
そ

の
た
め
、
教
授
者
が
筒
体
字
を
通
用
字
体
に
直
せ
ば
済
む
こ
と
と
単

純
に
考
え
て
指
導
し
て
し
ま
う
と
、
学
習
者
が
漢
語
を
母
語
の
意
味

で
解
釈
し
た
り
使
用
し
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
．
か
つ
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。

第
四
章

中
国
入
学
習
者
に
対
す
る
漢
字
の
指
導
法

中
国
語
と
日
本
語
の
漢
語
の
間
に
ど
の
よ
う
な
意
味
の
違
い
が
あ

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
具
体
的
に
見
る
た
め
、
四
冊
の
初
級
日
本
語

第
一
節
一
般
成
人
に
対
し
て
の
漢
字
教
育

指
導
法
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
る
学
習
者
や
日
本
語
教
育
の
レ

ベ
ル
等
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
が
異
な
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ



で
は
技
術
研
修
者
な
ど
の
一
般
成
人
を
対
象
と
し
た
国
内
に
お
け
る

日
本
語
の
漢
字
教
育
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
そ
の
指
導
法
を
考
え
て
い

く
こ
と
に
す
る
。

第
二
節
漢
字
の
指
示
順
位

漢
字
の
指
示
順
位
を
考
え
る
際
の
基
準
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う

な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
（
『
文
字
・
表
記
の
教
育
』
国
立
国
語
研
究
所

1
9
8
8
1
 

乱
回
数
の
少
な
い
漢
字
か
ら

b
意
味
理
解
の
容
易
な
漢
字
か
ら

じ
部
首
や
造
語
成
分
と
な
り
う
る
漢
字
か
ら

ι
必
要
性
使
用
度
の
高
い
漢
字
か
ら

。
い
造
語
性
の
あ
る
漢
字
か
ら

一
般
成
人
の
中
国
入
学
習
者
に
対
す
る
漢
字
教
育
で
は
、
特
に

「
ι
必
要
性
使
用
頻
度
の
高
い
漢
字
か
ら
」
と
い
う
点
を
考
慮
す

る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
が
学
び
た
が
っ
て

い
る
の
は
、
教
養
と
し
て
の
日
本
語
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
手
段
と
し
て
の
日
本
語
だ
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
の
期
待
に
応
え

る
た
め
に
は
、
日
常
生
活
で
よ
く
自
に
し
た
り
、
使
う
機
会
の
多
い

漢
字
か
ら
指
導
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

第
三
節
書
き
方
の
指
導

ω
字
形
の
指
導

日
中
で
字
形
の
違
う
漢
字
を
指
導
す
る
場
合
で
あ
る
が
、
そ
の
際

に
は
中
国
語
の
漢
字
と
の
違
い
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
習
者
の

注
意
を
促
す
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
？
と
や
っ
L
」
な
ど
の
簡
化

偏
努
は
、
そ
の
部
分
を
通
用
字
詰
直
し
た
だ
け
で
、
府
吹
」
↓

「
飲
」
、
「
法
」
↓
「
諮
問
」
の
よ
う
に
日
本
語
の
漢
字
と
な
る
も
の

も
あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
基
本
的
な
情
報
を
学
習
者
に
与
え
て
お

く
と
応
用
が
き
く
。

ま
た
、
学
習
者
が
通
用
字
体
と
違
う
漢
字
を
書
い
た
場
合
に
は
そ

の
指
導
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
が
、
そ
の
際
に
ど
こ
ま
で
を
許
容
範

囲
と
す
る
か
と
い
う
問
題
が
起
こ
っ
て
く
る
。
例
え
ば
、
日
中
で
大

き
く
字
形
の
異
な
っ
て
い
る
実
（
買
ご
な
ど
は
明
ら
か
に
日
本

語
の
漢
字
と
し
て
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
「
今
（
今
）
」
や

「
俳
リ
（
所
）
」
な
ど
を
ど
う
扱
っ
て
い
い
も
の
か
判
断
の
別
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
誤
字
と
す
る
か
否
か
は
、
そ
れ
が
漢
字
の

テ
ス
ト
な
の
か
作
文
な
の
か
、
ま
た
、
書
く
こ
と
に
重
点
を
置
い
た

教
育
な
の
か
読
む
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
教
育
な
の
か
に
よ
っ
て
変

わ
っ
て
く
る
。
技
術
研
修
者
な
ど
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l
シ
ョ
ソ

の
手
段
と
し
て
日
本
語
を
学
ぶ
人
々
に
対
し
て
は
、
日
本
人
と
文
字

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
際
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
程

度
の
も
の
で
あ
れ
ば
許
容
範
囲
に
入
れ
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。
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ω
筆
順
の
指
導

中
国
人
学
習
者
に
対
す
る
漢
字
教
育
で
は
、
筆
順
に
関
し
て
特
別

の
指
導
を
す
る
必
要
は
な
い
が
、
日
中
で
字
形
の
違
う
漢
字
の
場
合

に
は
、
一
応
筆
順
を
示
し
て
お
く
ほ
う
が
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
非
漢
字
圏
出
身
者
に
対
し
て

行
な
う
よ
う
な
書
き
始
め
か
ら
書
き
終
わ
り
ま
で
の
筆
順
を
逐
一
説

明
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
不
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
は
逆
に
日
本
人
が
中
国
語
の
漢
字
を
学
ん
で
み
れ
ば
わ
か
る

こ
と
で
あ
る
が
、
「
昂
イ
（
馬
）
」
と
い
う
筒
体
字
を
初
め
て
自
に
し

た
場
合
で
も
、
お
そ
ら
く
づ
↓
巧
↓
局
と
い
う
筆
順
で
書
か
れ
る
の

で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
筆
順
が
違
う
漢
字

の
指
導
に
関
し
て
は
、
筆
順
の
理
解
し
や
す
い
も
の
は
教
授
者
が
一

度
板
書
し
て
み
せ
る
程
度
に
と
ど
め
、
わ
か
り
に
く
い
も
の
の
み
に

つ
い
て
漢
字
を
分
解
し
て
筆
順
を
示
す
と
い
う
こ
と
を
行
な
え
ば
よ

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
際
に
教
授
者
は
、
誤
っ
て
筆
順
を
覚

え
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
正
し
い
筆
順
を
確
認
し

て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い
。

学
習
者
が
異
な
っ
た
筆
順
で
漢
字
を
書
い
て
い
た
場
合
で
あ
る
が
、

こ
れ
が
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
相
手
は
小
学
生
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ

i
シ
ョ

γ
の
た
め
に
漢
字
を
覚
え
る
の
だ
か
ら
、
長
年
そ
う
や
っ

て
書
い
て
き
た
も
の
を
い
ま
さ
ら
無
理
に
矯
正
す
る
必
要
な
ど
は
な

B
U
 

第
四
節
音
訓
の
指
導

中
国
人
学
習
者
に
対
し
て
、
漢
字
の
音
訓
の
指
導
を
す
る
場
合
に

は
、
字
音
は
片
仮
名
、
字
訓
は
平
仮
名
で
板
書
す
る
と
い
っ
た
方
法

で
、
日
本
語
の
漢
字
に
は
字
音
と
字
訓
の
区
別
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
学
習
者
に
知
ら
し
め
な
が
ら
指
導
し
て
い
く
。

音
訓
を
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
か
た
ち
で
指
導
し
て
い
く
か
で
あ

る
が
、
一
般
社
会
人
の
学
習
者
に
対
す
る
初
級
日
本
語
教
育
で
は
、

一
つ
の
漢
字
が
も
っ
す
べ
て
の
音
訓
を
一
度
に
教
え
て
し
ま
う
の
は

な
る
べ
く
避
け
た
ほ
う
が
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
「
月
」

と
い
う
漢
字
が
「
一
月
（
イ
チ
ガ
ツ
）
」
と
い
う
読
み
で
出
て
き
た

場
合
に
、
教
授
者
が
「
『
一
月
』
の
『
月
』
は
『
ガ
ツ
』
と
読
み
ま

す
が
、
『
月
曜
日
』
の
時
は
『
ゲ
ツ
』
と
読
ん
で
『
月
』
と
い
う
一

つ
の
漢
字
の
時
に
は
『
っ
き
』
と
読
み
ま
す
。
」
な
ど
と
言
う
と
学

習
者
は
混
乱
を
起
こ
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
、
た
と
え
様
々

な
読
み
を
も
っ
漢
字
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
す
べ
て
の
読
み
が
教
科
書

の
一
つ
の
課
で
一
度
に
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
そ

の
た
め
、
教
授
者
は
そ
の
課
で
出
て
き
た
読
み
方
だ
け
を
教
え
て
お

い
て
、
そ
れ
が
別
の
課
で
違
う
読
み
方
で
出
て
き
た
時
に
、
そ
の
都

度
指
導
し
て
い
く
ほ
う
が
よ
い
。
た
だ
し
、
こ
の
指
導
法
に
は
、
学

習
者
の
負
担
は
少
な
く
て
す
む
が
、
応
用
が
利
か
な
い
と
い
う
欠
点

が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
も
し
学
習
者
の
中
に
教
え
ら
れ
た
こ
と
は
何

で
も
覚
え
て
し
ま
お
う
と
い
う
タ
イ
プ
の
人
が
い
た
な
ら
ば
、
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の
漢
字
が
も
っ
す
べ
て
の
音
訓
が
一
応
示
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
際
に
は
、
こ
こ
で
は
こ
の
読
み
方
だ

け
を
覚
え
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
お
か
な
い
と
、
他
の
学

習
者
に
と
っ
て
は
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

A
J

。教
授
者
に
と
っ
て
も
学
習
者
に
と
っ
て
も
、
漢
字
の
音
訓
が
、
動

調
の
活
用
の
よ
う
に
規
則
性
を
も
つ
も
の
で
あ
れ
ば
大
変
助
か
る
。

し
か
し
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
漢
字
の
音
訓
は
日
本
の
歴
史
的
、

文
化
的
背
景
の
中
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
動
調
の

活
用
な
ど
の
よ
う
に
言
語
学
上
の
ル

l
ル
で
説
明
す
る
と
い
っ
た
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
学
習
者
は
、
す
べ
て

の
漢
字
に
つ
い
て
そ
の
音
訓
を
一
つ
一
つ
覚
え
て
い
く
し
か
仕
方
な

い
。
だ
が
、
そ
の
漢
字
を
字
音
で
読
む
の
か
字
訓
で
読
む
の
か
と
い

う
こ
と
に
関
し
て
は
、
教
授
者
の
側
で
以
下
の
よ
う
な
基
準
を
与
え

て
お
く
こ
と
は
で
き
る
（
『
日
本
語
と
日
本
語
教
育
9
』
「
漢
字
の

F
D
 

指
導
法
（
漢
字
圏
）
」
凶
よ
り
引
用
）

①
他
の
漢
字
と
連
結
し
て
一
語
を
成
し
て
い
る
時
は
、
そ
の
漢
字

を
字
音
で
読
む
確
率
が
高
い
。

②
そ
の
漢
字
の
前
後
が
平
仮
名
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
漢
字
を

字
訓
で
読
む
確
率
が
高
い
。

第
五
節
漢
語
の
指
導

漢
語
の
指
導
を
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
教
授
者
の
ほ

う
で
、
そ
れ
が
中
国
語
の
単
語
に
あ
る
も
の
か
ど
う
か
、
中
国
語
の

単
語
に
あ
る
も
の
な
ら
ば
、
そ
の
意
味
・
用
法
が
日
本
語
の
漢
語
と

閉
じ
か
ど
う
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
調
べ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

そ
う
し
て
お
か
な
い
と
、
ま
ず
そ
れ
が
学
習
者
に
と
っ
て
理
解
で
き

る
漢
語
な
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
に
、
も

し
そ
の
漢
語
が
中
国
語
の
単
語
に
も
存
在
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
意
味
・
用
法
に
お
い
て
は
異
な
る
と
い
う
場
合
に
、
そ
の
点
に

関
し
て
の
指
導
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

教
授
者
に
と
っ
て
問
題
と
な
る
の
は
、
中
国
語
の
単
語
と
意
味
・

用
法
の
違
う
漢
語
を
指
導
す
る
場
合
で
あ
る
。
学
習
者
は
、
教
授
者

が
そ
の
漢
語
が
中
国
語
の
場
合
と
は
意
味
・
用
法
が
異
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
説
明
し
な
い
限
り
、
自
分
で
そ
の
違
い
を
知
ろ
う
と

す
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
そ
の
た
め
、
教
科
書
の
中
に
中
国
語
の
単

語
と
は
意
味
・
用
法
の
違
う
漢
語
が
出
て
き
た
場
合
に
は
、
い
く
つ

か
の
例
文
を
あ
げ
る
な
り
、
具
体
的
な
行
動
で
示
す
な
り
し
て
、
そ

の
違
い
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

例
え
ば
、
中
国
語
で
は
「
不
賛
成
」
の
意
味
し
か
も
た
な
い
「
反

対
」
と
い
う
漢
語
が
以
下
の
よ
う
な
形
で
教
科
書
に
出
て
き
た
と
し

よ
う
（
『
初
級
日
本
吉
凶
）
。

A
：
私
の
パ
ッ
ト
の
も
ち
方
は
い
い
で
す
か
。
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B
：
ぁ
、
あ
な
た
の
も
ち
方
は
反
対
で
す
ね
。

右
手
は
上
で
、
左
手
は
下
で
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
右
利
き
の
学
習
者
と
左
利
き
の
学
習
者

の
鉛
筆
の
持
ち
方
を
比
べ
て
、
「
ー
さ
ん
と
J
さ
ん
の
鉛
筆
の
も
ち

方
は
反
対
で
す
ね
。
」
と
言
う
と
、
学
習
者
に
と
っ
て
は
日
本
語
の

「
反
対
」
は
「
逆
」
と
い
う
意
味
で
も
使
わ
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
や
す
く
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
学
習
者
が
そ
の
漢
語
の
意
味
・
用
法
を
本
当
に
理
解
し
て

い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
漢
語
を
使
っ
た
例
文
を
い

く
つ
か
作
ら
せ
て
み
る
と
よ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
教
授
者
の
側
と
し

て
も
、
ど
の
よ
う
な
部
分
で
中
国
語
の
干
渉
が
起
き
て
く
る
の
か
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
漢
語
の
指
導
を
し
て
い
く
際
の
手
掛
か

り
と
な
る
。

お
わ
り
に

中
国
人
学
習
者
に
対
し
て
の
漢
字
の
指
導
経
験
を
も
た
な
い
私
に

は
、
そ
の
問
題
点
や
指
導
法
を
理
論
の
面
か
ら
考
え
て
い
く
こ
と
し

か
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
漢
字
の
字
音
に
関
し
て
は
、
中
国
語
の

音
韻
の
干
渉
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
私
自
身
の

勉
強
不
足
の
た
め
そ
の
点
に
つ
い
て
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
の
考
察
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
も
の
で
あ

る
が
、
私
自
身
に
と
っ
て
は
、
将
来
中
国
入
学
習
者
に
漢
字
を
指
導

す
る
際
の
注
意
点
に
つ
い
て
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
点
で
、

小
稿
は
た
い
へ
ん
意
味
の
あ
る
も
の
と
な
っ
た
。

中
国
入
学
習
者
に
対
し
て
実
際
に
漢
字
の
指
導
を
行
な
っ
た
場
合

に
は
、
先
の
音
韻
の
問
題
を
含
め
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
以
外
の
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
こ
っ
て
く
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
つ
一

つ
を
日
本
語
教
育
の
現
場
で
実
際
に
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
、
私
に

と
っ
て
の
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

最
後
に
、
小
稿
を
書
く
に
あ
た
っ
て
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
馬
場

良
二
先
生
と
、
中
国
語
の
面
で
援
助
し
て
下
さ
っ
た
本
学
研
究
生
の

翠
達
氏
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

〔注〕
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1. 

加
藤
正
信
「
常
用
漢
字
の
字
数
・
字
種
・
字
体
」
（
明
治
書
院

1
9
8
9
）
に
よ
る
。
な
お
、
「
当
用
漢
字
表
」
で
採
用
さ
れ
た

m字
お
よ
び
「
当
用
漢
字
字
体
表
」
で
採
用
さ
れ
た
部
字
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

《
当
用
漢
字
表
で
採
用
さ
れ
た

m字》

圧
・
医
・
囲
・
壱
・
隠
・
栄
・
営
・
駅
・
円
・
塩
・
欧
・
殴
・
穏
・

仮
・
画
・
会
・
絵
・
拡
・
覚
・
岳
・
学
・
関
・
勧
・
歓
・
観
・
帰
－

犠
・
旧
・
拠
・
挙
・
区
・
駆
・
径
・
茎
・
経
・
継
・
軽
・
欠
・
研
・

献
・
権
・
鉱
・
号
・
済
・
斎
・
剤
・
参
・
蚕
・
賛
・
惨
・
残
・
糸
・

歯
・
辞
・
実
・
写
・
釈
・
粛
・
処
・
称
・
証
・
触
・
嘱
・
図
・
随
・



髄
・
枢
・
数
・
声
・
窃
・
浅
・
践
・
潜
・
銭
・
双
・
総
・
属
・
続
・

堕
・
体
・
対
・
台
・
滝
・
沢
・
択
・
担
・
胆
・
断
・
遅
・
虫
・
逓
・

鉄
・
点
・
当
・
党
・
独
・
読
・
届
・
弐
・
悩
・
脳
・
廃
・
麦
・
発
・

蛮
・
浜
・
並
・
併
・
辺
・
変
・
弁
・
宝
・
豊
・
万
・
満
・
訳
・
予
・

余
・
誉
・
乱
・
両
・
猟
・
礼
・
励
・
霊
・
齢
・
恋
・
炉
・
労
・
楼
・

湾《当
用
漢
字
字
体
表
で
採
用
さ
れ
た
鉛
字
》

亜
・
悪
・
為
・
応
・
桜
・
価
・
壊
・
懐
・
楽
・
気
・
偽
・
戯
・
峡
・

狭
・
暁
・
勲
・
恵
・
鶏
・
芸
・
県
・
倹
・
剣
・
険
・
検
・
顕
・
験
－

広
・
国
・
砕
・
児
・
湿
・
寿
・
収
・
従
・
渋
・
獣
・
縦
・
叙
・
将
・

焼
・
奨
・
条
・
状
・
乗
・
浄
・
剰
・
畳
・
嬢
・
譲
・
醸
・
真
・
慎
・

尽
・
粋
・
瀬
・
静
・
摂
・
専
・
戦
・
繊
・
禅
・
壮
・
争
・
荘
・
捜
・

巣
・
装
・
蔵
・
臓
・
帯
滞
・
単
・
団
・
弾
・
昼
・
鋳
・
庁
・
鎮
・

転
・
伝
・
稲
・
売
・
秘
・
払
・
仏
・
翻
・
黙
・
薬
・
与
・
揺
・
様
・

謡
・
来
・
覧
・
塁
・
隷

Z

こ
の
「
印
刷
通
用
漢
字
字
形
表
」
は
、
現
代
中
国
の
漢
字
の
字

体
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
日
本
の

「
常
用
漢
字
表
」
と
似
て
い
る
。
し
か
し
、
双
方
の
活
字
体
に
は

微
妙
な
部
分
で
違
い
が
見
ら
れ
る
。
（
上
が
常
用
漢
字
の
活
字
体
）

「
外
」
「
外
」
、
「
花
」
「
曹
、
「
校
」
「
校
」
、
「
商
」

尋
問
」
、
「
戸
」
「
占
ど
な
ど
。

a武
部
良
明
『
日
本
語
の
文
字
・
表
記
』
（
ア
ル
ク
、

1
9
8
7
）

に
よ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る
漢
字
は
、

省
略
し
た
。

4
こ
れ
は
『
中
国
大
百
科
全
書
説
言
文
字
』
の
中
で
の
分
類
法
に

よ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る
漢
字
は
、
鈴
木
義

昭
「
中
国
語
の
簡
体
字
」
（
明
治
書
院

1
9
8
9
）
、
大
原
信
一

「
文
字
改
革
」
（
中
央
公
論
社

1
9
8
2
）
を
参
考
に
一
部
付

け
加
え
た
。

pam字
の
う
ち
、
注
2
で
あ
げ
た
よ
う
な
活
字
体
の
）
ア
ザ
イ
ツ
の
違

い
を
無
視
し
た
上
で
、
日
中
で
同
形
と
認
め
ら
れ
る
漢
字
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

安
・
暗
・
意
・
一
・
院
・
引
・
泳
・
下
・
何
・
花
・
歌
・
会
・
械
・

外
・
学
・
寒
・
起
・
急
・
教
・
魚
・
金
・
近
・
銀
・
空
・
兄
・
月
・

言
・
元
・
故
・
午
・
校
・
口
・
行
・
工
・
高
・
公
・
号
・
国
舟
今
・

一
で
仕
・
子
・
止
・
使
・
事
・
持
・
次
・
字
・
自
・
失
・
社
・
手
・

取
・
住
・
重
・
出
・
暑
・
消
・
上
・
食
・
心
・
寝
・
新
・
人
・
水
・

青
・
生
・
赤
・
切
・
先
・
千
・
川
・
前
・
全
・
送
・
早
・
待
・
大
・

台
・
短
・
男
・
知
・
茶
・
中
・
昼
・
朝
・
町
・
痛
・
天
・
店
・
同
・

堂
・
内
・
二
・
肉
・
日
・
入
・
年
・
半
・
番
・
品
・
父
・
部
・
服
・

物
・
分
・
返
・
母
・
本
・
万
・
味
・
名
・
明
・
木
・
目
・
夜
・
野
・

役
・
友
・
遊
・
来
・
理
・
料
・
礼
・
六

部
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